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去
る
6
月
9
日
や
平
成
2
4
年
度
の
総

会
が
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
　
（
小
ホ
ー
ル
）

に
各
地
域
か
ら
自
治
会
長
、
役
員
の
皆
様

が
参
加
さ
れ
、
1
4
時
よ
り
総
会
の
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

議
長
に
鈴
木
副
会
長
が
選
任
さ
れ
、
ま

ず
初
め
に
自
治
連
協
を
代
表
し
て
大
久
保

正
二
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
①
昨
年
の

3
・
‖
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
募
金
に

対
す
る
自
治
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

と
お
礼
　
②
自
治
会
の
目
的
「
ふ
れ
あ
い
」

「
助
け
あ
い
」
　
「
話
し
あ
い
」
　
の
心
を
地

域
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る
こ
と
。

こ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
自
治
連

協
は
活
動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
2
3
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報

告
の
承
認
に
続
い
て
、
2
4
年
度
活
動
方
針
・

予
算
案
が
承
認
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
第
二
部
と
し
て
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
を
代
表
さ
れ

長
友
調
布
市
長
、
伊
藤
市
議
会
議
長
、
遠

藤
・
尾
崎
都
議
の
挨
拶
の
後
、
林
常
任
相

談
役
の
乾
杯
に
よ
り
、
良
い
雰
囲
気
の
中

地
域
自
治
会
の
役
員
さ
ん
、
自
治
連
協
役

員
、
来
賓
の
方
々
と
の
交
流
が
楽
し
く
行

わ
れ
ま
し
た
。

（
具
体
的
活
動
計
画
は
二
面
）

～「自治連協」と「参加自治会」の

強くて暖かい絆を作りたい！～

総会出席者のみなさん

あいさつする大久保正二会長

調
布
市
の
中
の
自
治
会
が
集
ま
っ
て
作
っ
て
い

る
「
自
治
連
協
」
は
、
発
足
よ
り
4
0
年
の
歳
月
が

経
過
し
て
い
る
。
こ
の
長
い
時
間
の
経
過
に
も
か

か
わ
ら
ず
参
加
自
治
会
と
の
関
係
は
、
し
っ
か
り

と
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
、
残
念
な
が
ら
断
言
で

き
得
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
参
加
自
治
会
に
少
し
で
も
そ
の
運

営
に
お
役
立
て
頂
け
て
い
る
！
と
確
信
を
深
め
た

い
の
で
す
。

そ
の
為
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、
自
治
会
と

協
力
・
協
働
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
効

果
が
見
え
な
い
？
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
を

役
員
会
で
長
い
間
議
論
を
重
ね
、
得
た
結
論
は
、

も
う
一
度
原
点
に
返
っ
て
、
参
加
自
治
会
と
の
関

係
を
深
め
る
た
め
に
「
百
九
十
」
余
の
全
自
治
会

に
綿
密
な
調
査
票
を
整
備
工
完
成
し
、
こ
の
　
「
調

査
票
」
に
視
座
し
て
様
々
な
問
題
・
課
題
視
点
を

定
め
、
自
治
会
の
為
に
積
極
的
に
活
動
を
進
め
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

調
布
市
自
治
会
連
合
協
議
会
　
会
長
大
久
保
正
二
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退
任
を
さ
れ
た
役
員
に
感
謝
状
を
贈
呈

第
4
0
回
定
期
稔
会
を
期
に
退
任
さ
れ

た
額
賀
順
（
元
副
会
長
）
さ
ん
、
恩
田

幸
司
（
元
常
任
相
談
役
）
さ
ん
、
山
口

佑
治
郎
（
元
理
事
）
さ
ん
の
三
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

額
賀
さ
ん
は
、
平
成
1

3
年
4
月
に
監

事
に
就
任
、
平
成
1
6
年
4
月
に
副
会
長

に
就
任
さ
れ
、
川
原
名
誉
会
長
を
補
佐

さ
れ
、
大
久
保
会
長
の
片
腕
と
し
て
活

動
さ
れ
、
自
治
連
協
の
発
展
に
1
1
年
間

の
長
い
間
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

恩
田
さ
ん
は
平
成
1
0
年
4
月
理
事
に

就
任
。
平
成
1
6
年
4
月
に
常
任
相
談
役

元常任相談役恩田章司さん

元理事山口佑治郎さん

に
就
任
さ
れ
、
理
事
・
役
員
会
に
て
大

変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
自
治

連
協
の
運
営
に
ご
協
力
賜
わ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

山
口
さ
ん
は
、
平
成
1

4
年
理
事
に
就

任
さ
れ
、
安
全
委
員
会
の
副
委
員
長
と

な
ら
れ
、
自
治
連
協
主
催
の
地
域
限
定

防
災
訓
練
の
企
画
・
実
施
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
、
自
治
会
の
防
災
会
の
組

織
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

御
三
方
の
自
治
連
協
へ
の
ご
協
力
に

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
会
活
動
方
針

□
総
務
委
員
会

副
会
長
。
要
員
長
　
南
原
　
成
土
れ

昨
年
末
に
は
、
各
自
治
会
の
現
状
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
集
計
結
果
に
つ
い
て
は
、

別
紙
特
集
号
に
て
報
告
し
ま
す
が
、
今

年
の
第
1
の
課
題
で
、
集
計
分
析
を
中

心
に
対
策
を
推
進
す
る
。

そ
し
て
、
第
2
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
と
の
交
流
拡
大
活
動
の
推
進
が
あ

り
ま
す
。
市
内
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー

ト
の
現
状
把
握
か
ら
取
組
み
、
昨
年
末

に
は
概
要
が
判
明
し
た
の
で
、
新
た
に

ア
ン
ケ
ー
ト
・
電
話
な
ど
を
活
用
し
て

各
管
理
組
合
と
接
触
を
進
め
、
情
報
収

集
に
努
め
た
い
。

市
内
約
十
一
万
世
帯
の
う
ち
、
自
治

会
加
入
世
帯
は
約
6
0
％
に
満
た
な
い
状

況
に
あ
り
、
さ
ら
に
自
治
連
協
へ
の
加

盟
率
が
3
0
％
程
度
で
し
か
な
い
現
状
か

ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
親
睦
対
策
を
推
進
し
た
い
。

自
治
連
協
活
動
の
P
R
が
不
十
分
で

あ
り
、
心
し
て
課
題
を
消
化
し
て
い
き

た
い
。

第
3
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
自

治
連
協
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
な
い
。
情

報
の
提
供
と
町
の
情
報
吸
収
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
交
受
信
出
来
る
場
で
あ
る
と

期
待
し
て
い
る
。
技
術
的
な
面
、
予
算

面
で
の
未
解
決
課
題
で
も
あ
る
。
（
事

務
局
長
兼
務
）

□
企
画
委
員
会

副
会
長
こ
警
貝
畏
　
矢
田
部
　
正
照

平
成
2
4
年
度
は
、
継
続
す
る
事
業
と

新
規
事
業
合
わ
せ
、
次
の
4
項
目
に
つ

い
て
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

一
．
地
域
自
治
会
と
の
懇
親
会
の
開
催

9
月
以
降
、
当
協
議
会
加
盟
自
治
会

と
の
懇
親
会
を
4
～
5
地
区
に
お
い
て

開
催
し
、
各
自
治
会
の
抱
え
る
諸
問
題

や
未
加
入
自
治
会
の
当
協
議
会
へ
の
加

入
促
進
、
さ
ら
に
当
協
議
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
協
議
す
る
。

二
．
視
察
・
研
修
の
実
施

特
色
あ
る
自
治
会
活
動
を
実
施
し
て

い
る
隣
接
市
を
訪
間
し
、
交
流
会
等
を

通
じ
て
、
事
業
推
進
の
た
め
の
一
助
と

す
る
。ま

た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

地
等
の
視
察
研
修
を
行
い
、
改
め
て
防

災
に
関
す
る
啓
発
を
喚
起
す
る
。

三
．
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
分
析
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分
析
結
果
に
よ
る
今
後
の
対
抗
策
等

の
取
り
組
み
と
、
個
別
自
治
会
台
帳
の

完
成
を
目
指
す
。

四
．
会
員
の
拡
大

以
上
が
、
本
年
度
の
企
画
委
員
会
の
活

動
計
画
で
あ
り
ま
す
。

走
）伊

豆
七
島
へ
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る

調
布
飛
行
場
が
、
近
隣
市
民
へ
の
感
謝

と
P
R
の
た
め
に
行
う
も
の
で
、
自
治

連
協
は
味
ス
タ
ま
つ
り
と
同
趣
旨
で
同

じ
内
容
の
出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

協連泊八
日

□
安
全
事
業
委
員
会

委
員
長
　
伊
藤
　
陽
介

■
地
域
限
定
型
総
合
防
災
訓
練

地
域
内
の
自
治
会
の
積
極
的
な
協
力

が
基
本
と
な
る
た
め
、
そ
の
下
相
談
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
了
解
が
得
ら
れ
、
本

年
度
は
1
1
月
2
5
日
日
午
前
中
市
立
多
摩

川
小
学
校
で
実
施
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
方
、
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
安
全
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
業

市
民
の
防
災
や
安
全
に
役
立
つ
具
体

的
な
情
報
を
提
供
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
関
係
機
関
や
自
治
会
そ
の
他

の
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
取
材
等
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

■
味
ス
タ
ま
つ
り
（
実
施
済
）

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
が
市
民
に
感
謝

す
る
た
め
施
設
を
無
料
で
提
供
す
る
も

の
で
、
本
年
は
6
月
4
日
で
し
た
。
自

治
連
協
は
自
治
会
や
自
治
連
協
を
P
R

す
る
呂
的
で
出
店
、
好
評
で
し
た
。

■
飛
行
場
ま
つ
り
　
（
1
0
月
2
1
日
開
催
予

味の素スタジアム感謝デー参加

囚
福
祉
委
員
会

委
員
長
　
清
水
　
正
巳

少
子
高
齢
化

昨
今
雀
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
国

内
の
雀
は
2
0
年
で
半
減
し
た
も
の
と

い
わ
れ
る
。
一
人
っ
子
が
増
え
、
雛
の

数
も
商
業
地
で
平
均
1
．
4
羽
、
住
宅

地
で
1
．
8
羽
、
農
村
部
で
も
2
羽
。

従
来
は
4
～
5
羽
が
普
通
の
鳥
だ
か
ら
、

少
子
化
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
が
続
く
限
り
税
収
は
伸

び
悩
み
社
会
保
険
費
は
増
え
続
け
る
。

子
供
の
貧
困
率
は
先
進
国
ワ
ー
ス
ト
1
0

入
り
、
子
育
て
支
援
は
さ
っ
ぱ
り
進
ま

ず
、
も
の
造
り
の
世
界
で
は
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
む
中
で
福
祉
の
世
界
で
も
新
し

い
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
だ
。

孤
族
化
傾
向

日
本
の
総
人
口
は
五
年
前
か
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
だ
が
、
世
帯
数
は
約
5
％
増
え

た
。
1
世
帯
あ
た
り
の
平
均
人
数
が
2
．

5
人
を
下
回
っ
た
都
市
部
を
中
心
に
、

単
身
者
が
増
え
て
家
族
の
機
能
が
縮
小

し
、
社
会
的
に
孤
立
す
る
人
が
増
え
「
孤

立
化
」
　
の
傾
向
が
表
れ
た
。
だ
れ
に
も

気
づ
か
れ
ず
に
亡
く
な
り
、
何
週
間
も

た
っ
て
か
ら
見
つ
か
る
　
「
孤
立
死
」
が

相
次
ぐ
中
、
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
福
祉
の
担
い
手
が
連
携
し
、
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
孤
立
死
を

防
ぐ
仕
組
み
作
り
が
必
要
だ
。

防災訓練の様子

四
四
日
日
敬
称
略

調
布
市
社
会
福
祉
協
議
会

東
京
都
共
同
募
金
会
調
布
地
区
協
力
会

調
布
交
通
安
全
協
会

調
布
地
区
防
犯
協
会

調
布
災
害
防
止
協
会

高
津
装
飾
美
術
株

深
大
寺
　
　
・
林
　
建
設
株

共
進
倉
庫
株
・
斉
藤
倉
庫
株

永
易
運
輸
株
・
研
精
会
山
田
病
院

橋
本
石
材
株
　
・
株
ウ
ィ
ー
ド

昭
和
信
用
金
庫
　
多
摩
川
支
店

有
薩
南
温
調
・
シ
マ
ダ
ハ
ウ
ス
株

京
王
建
設
株
　
・
京
王
バ
ス
東
棟

株
レ
ス
ト
ラ
ン
京
王

緑
ヶ
丘
一
丁
目
自
治
会

緑
ヶ
丘
二
丁
目
自
治
会

緑
ヶ
丘
西
部
自
治
会

緑
ヶ
丘
自
治
会

仙
川
緑
ヶ
丘
若
菜
町
親
和
会
自
治
会

深
大
寺
元
町
一
丁
目
自
治
会

林
　
貞
夫
・
増
岡

矢
田
部
新
一
・
仙
手

恩
田
　
幸
司
・
元
木

藤
橋
　
道
夫
・
川
原

大
久
保
正
二

源
吾

一
郎

輝
且

主
計

い
つ
も
こ
協
力
を
頂
き

役
員
一
同
心
か
ら

感
謝
い
た
し
て
お
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隊
長
　
馬
部
久
夫

私
た
ち
は
深
大
寺
東
町
で
暮
ら
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
で
す
。
深
大
寺
東

町
5
丁
目
～
8
丁
目
に
お
住
ま
い
の
お
年

寄
り
や
身
体
が
不
自
由
で
困
っ
て
い
る
人

達
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
が
出
来

た
ら
と
集
ま
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
「
電
球
の
付
け
替
え
・
簡

単
な
家
具
の
移
動
な
ど
、
急
が
な
い
け
ど

困
っ
て
い
る
。
」
　
「
自
分
ひ
と
り
で
は
チ

ョ
ッ
ト
で
き
な
い
。
」
と
い
う
よ
う
な
人

達
が
、
こ
の
町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
行

け
る
よ
う
に
と
、
平
成
1
9
年
4
月
「
ご
近

所
支
え
あ
い
隊
」
と
し
て
発
足
い
た
し
ま

し
た
。あ

れ
か
ら
5
年
、
こ
の
活
動
に
賛
同
さ

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
は
、
自
治
会
・

老
人
会
・
民
生
児
童
委
員
の
人
達
等
で
、

現
在
3
9
名
。
活
動
の
拠
点
は
、
こ
の
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
う
梅
の
湯
商
店
街

内
の
「
野
ケ
谷
の
郷
」
。
毎
週
土
曜
日

午
前
1
0
時
～
1
2
時
の
問
、
お
困
り
ご
と
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
相
談

内
容
や
作
業
す
る
日
を
確
認
し
た
後
、
隊

員
が
2
人
1
組
で
出
動
し
ま
す
。
ち
な
み

に
、
こ
の
区
域
（
深
大
寺
東
町
5
丁
目
～

8
丁
目
）
の
人
口
は
、
約
6
2
0
0
人
、

人
口
の
約
2
2
％
が
6
5
才
以
上
で
、
7

5
才
以

上
も
約
1
0
％
と
、
調
布
市
の
平
均
よ
り
も

比
較
的
高
齢
化
率
が
高
い
地
域
で
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
は

電
球
・
蛍
光
灯
の
取
り
替
え

具
の
移
動
　
が
最
も
多
く
、

○
季
節
特
有
の
依
頼
と
し
て

す
だ
れ
掛
け
・
庭
木
の
消
毒

簡
単
な
家
‖

網
戸
の
調
一

整
・
火
災
報
知
器
の
設
置
・
帝
∃
か
き
・
換
‖

気
扇
の
修
理

○
そ
の
他

話
相
手
・
門
塀
の
修
理
・
買
い
物
の
送
迎
・

粗
大
ご
み
出
し
・
ベ
ッ
ド
の
取
り
壊
し
・

ト
イ
レ
の
水
漏
れ
・
カ
ー
テ
ン
の
取
り
外

し
・
ズ
ボ
ン
の
裾
上
げ
・
パ
ソ
コ
ン
の
相

談
　
等
々
の
、
お
困
り
ご
と
の
相
談
に
対

応
し
て
き
ま
し
た
。

○
利
用
で
き
る
人
は

を
持
っ
た
り
、
高
い
所
が
苦
手
の
人
達
で

し
た
。
そ
し
て
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
し
て
い
な
い
、
チ

ヨ
ッ
ト
し
た
困
り
ご
と
で
し
た
。

○
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は

活
動
資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
域
の

人
達
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
物
品
で
の
バ

ザ
ー
の
開
催
。
毎
年
5
月
3
0
日
に
は
　
「
ご

み
ゼ
ロ
の
日
」
と
名
う
っ
て
、
ご
近
所
の

清
掃
活
動
も
行
い
な
が
ら
　
「
ご
近
所
支
え

あ
い
隊
」
　
の
P
R
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

○
ま
た
、
今
年
の
総
会
で
は
首
都
直
下
型

地
震
の
危
険
性
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ

る
な
か
、
災
害
時
に
備
え
て
、
調
布
市
の

出
前
講
座
「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
」
を

受
講
し
災
害
時
に
一
人
で
避
難
が
難
し
い

人
に
対
し
て
地
域
の
支
え
合
い
の
あ
り
方

等
を
勉
強
し
ま
し
た
。

○
終
わ
り
に

菅
ん
な
で
苦
労
し
な
が
ら
立
ち
上
げ
て
き

た
「
ご
近
所
支
え
あ
い
隊
」
。
こ
れ
か
ら

も
、
お
年
寄
り
や
身
体
が
不
自
由
で
困
っ

て
い
る
人
達
が
、
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
隊
員
一
同
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推

緊
急
性
・
継
続
性
壷
門
性
が
な
く
、
聖

分
程
度
で
出
来
る
活
動
で
、
利
用
料
は
無
一

科
で
す
が
、
必
要
経
費
は
自
己
負
担
で
す
。
一

利
用
さ
れ
た
人
の
多
く
は
、
高
齢
の
女
目

性
で
、
身
寄
り
が
近
く
に
い
な
い
人
や
、
■

腰
痛
や
ひ
ざ
痛
を
抱
え
て
い
て
重
た
い
物
一

進
し
て
参

り
ま
す
。

消
火
器
を
地
域
に
設
置
し
よ
う
！
！

自
分
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
安

全
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
調

布
市
は
、
自
治
会
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

地
域
に
消
火
器
を
設
置
し
て
く
れ
る

こ
と
が
条
例
で
決
め
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
申
請
内
容
は
　
「
調
布
市

稔
務
部
稔
合
防
災
安
全
課
」
　
に
お
聞

き
く
だ
さ
い
。
無
料
に
て
設
置
を
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
自
治
会
活
動
の

強
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
…
？

去
る
6
月
9
日
に
第
4
0
回
定
期
線
会

が
行
わ
れ
、
役
員
・
理
事
の
変
更
が
あ

り
ま
し
た
。
広
報
紙
の
担
当
も
変
わ
り
、

各
委
員
会
よ
り
1
名
を
選
出
し
て
編
集

委
員
会
を
構
成
し
、
取
り
組
ん
で
来
ま

し
た
。ま

だ
不
慣
れ
で
あ
り
、
十
分
な
紙
面

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
よ
り
努
力
し
て
、
自
治
連

協
の
役
割
を
自
治
会
の
皆
様
に
十
分
に

伝
達
で
き
る
紙
面
を
つ
く
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
委
員
会
代
表
　
原
均
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特
集
号

「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
報
告
」

昨
年
日
月
よ
り
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
自
治
会
の
実
態

を
示
唆
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
に
特
徴
的
な
項
目
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み
ま
し
た
。

特
に
「
近
隣
自
治
会
と
の
交
流
」
や
「
防
災
訓
練
の
実
施
」

等
、
今
お
そ
ら
く
一
番
必
要
な
項
目
の
数
億
が
低
い
の
が

目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
自
治
会
連
合
協
議
会
と
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
問
題
の
解
析
も
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
自
治
会
連
合
協
議
会
へ
の
満
足
度
に
関
し
て
は

「
満
足
」
と
回
答
さ
れ
た
方
が
1

5
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

全
体
の
回
答
1
2
2
件
を
考
え
る
と
、
約
1
3
％
と
い
う
数

字
で
あ
る
こ
と
は
、
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
以
後
の
活
動
の
糧
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
や
ご
希
望
を
い
た
だ
い
た
も
の
を

最
終
的
に
ま
と
め
、
当
面
今
年
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
今
一
番
皆
様
の
関
心
が
あ
り
且
つ
、
緊
急
の
課
題
で

あ
る
防
災
・
備
災
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
に
閑
し

自
治
連
協
と
し
て
の
役
割
は
何
か
、
ま
た
そ
れ
に
具
体
的

に
何
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
行
政
を
は
じ
め
各
自
治
会
の
皆
様
と
協
力
し
て

進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

23％

1％／／／一一′‾m

（巨は除く）

上記Dグループ

肴＿‾＿＿∴ニ‾〉6＿＿

無　　　　2
無回答　1

11％

67％

81

さ盲　　　2畠
3年以上　1
回

上記Cグループ

看∴‾二二二浪
無　　　12

33％

67％

上記Cグループ

二着二二二妻包
無　　　　8

22％　　　　＼

78％
／‾

上記Bグループ

上記Bグループ

宥二二‾＿、‾iz－

無　　　　6

187通発送中　回答122通（回答率65．2％）

62．4％

71．9％

69．2％

64．3％

53／85

23／32

36／52

上記Aグループ

を‾＿＿＿‾＿‾＿‾＿　6．（

無　　　45
無回答　　2

4％　‾「‾、1、＼

11％

85％

上記Aグループ

亙‾二二二塚
血　　　　40

22％　■、

78％

Aグループ（50以下）

Bグループ（51～100）

Cグループ（101～500）

Dグループ（501～1000）

Eグループ（1001以上）

有　　　42．
無　　　76
無回答　32％

63％　　　35％、

48％　　　52％
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藁星＝：コ
下欄足15

通　　48
不明　　40

匝画
34％

不満足

人がいない　2き∴

夢要がな＿＿い　　6
わからない　16

■

r

r

∫

－

′

／

動

が少ない10

発　　4
不明　　12

その他　　　　2

人がいない　　必要がない　　わからない

■加入者がいない
ロ活性化策がない

■その他
口資金

■問題なし
□役職が短い

■新旧住民との関係
□特定の人だけ

■やる人がいない

口老齢化、若者少なし

り

ん

　

　

0

　

　

8

　

　

6

情朝が少ない　活動不活発　内容不明　その他

参加したし‾i‾　‾‾‾1

参加しない　　‾5
い　　28

参加したい　　参加しない　　わからない

0　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70　　　　80

今年度の方策
自治連協としてやるべきこと
●他団体との協力→協力範囲の確認・話し合い
●広報発行方法の検討
●ホームページの開発公表
●自治連協の主体的活動の模索
●他府県の自治会連合組織の見学と意見交換
●自治会活動の意義を持たせるため自治会役員

との話し合いまたは講演会・勉強会
●行政の協力による自治連協の地位向上
●新規自治会発足の支援
●小世帯自治会との話し合い実施要望の確認
●地域密着型防災訓練の実施・援助
●小規模自治会の連携支援
●小規模自治会長との懇談実施
●自治会幹部研修会の実施

今年度の方針として下記のような防災
に関しての啓発・教育活動を進めてい
く（吾機関・団体と協力して行う）

●防災・備災の心構えの徹底
t普段から何を備えておくべきか

●被災時の行動に関すること
・何をするか、どこに逃げるか、意外
と知らない人が多い

●防災組織に属していない地域に対する
啓発
・実態調査が必要

●上記に関する講演会・教育の機会を
設ける


